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補 正
予 算

連続立体交差事業の完成イメージ

12 月定例議会を12月6日から7日まで開きました。

広
島
県
海
田
庁
舎
を
仮
庁
舎
に

六
百
三
十
万
円
な
ど
を
削
除

　条例の改正や補正予算、意見書案、決議案などを慎重に審議した結果、一般会計補正予算は修正可決、「暮らし・農業・地
域を破壊するＴＰＰ交渉参加撤回を求める意見書案」と「年金受給資格期間25年を10年に短縮することを求める意見書
案」は否決、そのほかは賛成多数または全会一致で可決しました。ここでは主なものを紹介します。（表決一覧は7ページ）

仮
庁
舎
改
修
設
計
業
務
予
算

広島県海田庁舎

現庁舎

候補地

　

現
在
、
広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体

交
差
事
業
と
そ
の
関
連
街
路
事
業
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
役
場
庁
舎
の
一
部
が

事
業
用
地
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
移
転
候
補
地
が
決
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
広
島

県
海
田
庁
舎
（
南
昭
和
町
）
を
仮
庁
舎

と
し
て
、
そ
こ
へ
の
移
転
に
か
か
る
予

算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
は
新
庁

舎
建
設
候
補
地
を
「
海
田

市
駅
南
口
東
街
区
」
に
一

本
化
し
て
、
駅
前
再
開
発

事
業
と
連
動
し
民
間
業
者

と
の
共
同
建
設
方
式
に
よ

り
大
型
複
合
施
設
等
を
建

設
す
る
構
想
を
進
め
て
き

た
。
こ
れ
は
、
イ
メ
ー
ジ

図
も
示
す
な
ど
し
て
町
民

に
も
説
明
し
て
き
た
。
し

か
し
、
今
年
五
月
九
日
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
共
同
建
設

方
式
の
考
え
が
無
い
と
の

こ
と
か
ら
町
は
単
独
建
設

方
式
に
変
更
す
る
決
断
を

し
た
。

　

概
算
費
用
に
つ
い
て
も

十
九
億
一
千
万
円
か
ら
二

十
七
億
九
千
百
六
十
九
万

円
に
な
る
と
説
明
が
あ
っ

た
。

　

先
の
町
長
選
挙
で
山
岡

町
長
が
再
選
し
た
が
、
変

更
に
つ
い
て
の
町
民
へ
の

説
明
が
不
十
分
で
あ
り
、

到
底
信
任
を
得
た
と
は
言

い
が
た
い
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
解
決
の

進
展
は
な
い
。
議
会
と
町

が
歩
み
寄
り
早
期
建
設
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

よ
っ
て
県
海
田
庁
舎
を

役
場
庁
舎
の
移
転
・
候
補

地
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と

位
置
付
け
る
も
の
で
あ

る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
町
長
は
県
海
田
庁
舎

を
役
場
庁
舎
移
転
・
建
設

用
地
と
し
て
決
定
し
、
早

急
に
手
続
を
進
め
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

　

仮
庁
舎
は
、
県
海
田
庁
舎
以
外
を
検
討
し
、
県
海
田
庁

舎
は
本
庁
舎
建
設
場
所
と
決
定
し
事
務
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
が
議
会
の
多
数
の
判
断
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
庁
舎
は

現
在
あ
る
町
の
施
設
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
経
費
節
減

に
も
つ
な
が
る
。

　

住
民
に
対
し
て
不
便
を
与
え
る
こ
と
は
、
十
分
な
説
明

を
す
れ
ば
理
解
が
得
ら
れ
る
。
一
方
、
町
職
員
は
特
別
な

体
制
で
総
力
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
電
子
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
証
明
書
発
行
な
ど
の
対
応
を
と
る
こ
と
で
今
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
可
能
と
考
え
る
。

　

本
庁
舎
建
設
地
を
海
田
市
駅
前
に
固
執
し
、
仮
庁
舎
を

県
海
田
庁
舎
と
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
補
正
予
算
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

決
議
後
、
下
岡
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け

議
長
が
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
委
員
長
に
対
し
「
こ
れ
ま

で
の
庁
舎
候
補
地
三
案
以
外
に
県
海
田
庁
舎
を
加
え
調
査

研
究
す
る
よ
う
」
申
し
伝
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
町
民
へ
の
説
明
や

議
会
の
同
意
も
な
い
ま
ま

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
職
務
の
怠
慢
で
あ

り
、
町
民
を
路
頭
に
迷
わ

せ
町
政
を
混
乱
さ
せ
る
行

為
で
あ
る
。

　

町
長
は
町
民
の
意
向
や

議
会
の
意
思
を
軽
ん
じ
て

い
る
と
し
か
言
え
ず
、
町

政
の
最
高
責
任
者
と
し
て

資
格
が
問
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
猛
省
を
促
す
と

と
も
に
そ
の
責
任
を
強
く

問
う
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
町
が
提
出
し
た
一
般
会
計
補
正
予

算
に
は
、
仮
庁
舎
に
移
転
す
る
た
め
、
そ
の

レ
イ
ア
ウ
ト
改
修
な
ど
に
か
か
る
仮
庁
舎
改

修
設
計
業
務
委
託
料
六
百
三
十
万
円
と
保
健

セ
ン
タ
ー
を
仮
庁
舎
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
に

伴
い
、
ふ
る
さ
と
館
機
能
を
保
健
セ
ン
タ
ー

内
に
移
転
さ
せ
る
た
め
の
改
修
設
計
委
託
料

百
五
十
八
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
議
員
十
一
名
が
、
そ
の
費
用
を

削
除
す
る
修
正
案
を
提
案
し
、
賛
成
十
一
、

反
対
三
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

背
景

修
正
案
の
提
案
理
由

予
算
の
修
正

十
二
月
定
例
会
に
お
い
て

　
　
【
庁
舎
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
の
決
議
】を

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た

賛
成
多
数
で
可
決

【
賛
成 

十
・
反
対 

四
】

広島県海田庁舎を
　　　　　庁舎移転候補地に

庁
舎
建
設
候
補
地
に
つい
て
の
決
議

賛
成
多
数
で
可
決
【
賛
成

十
一

・

反
対

三
】

庁
舎
建
設
候
補
地
に
つい
て
の
決
議

　　

賛
成
多
数
で
可
決 

【
賛
成 

十
一

・

反
対 

三
】

町
長
に
対
す
る

問
責
決
議

町
長
に
対
す
る

問
責
決
議

　

提
出
者
の
う
ち
多
く
は

平
成
二
十
一
年
の「
役
場

庁
舎
移
転
・
建
設
地
に
関

す
る
決
議
」で
町
営
プ
ー

ル
跡
地
を
庁
舎
建
設
候
補

地
と
し
て
最
適
と
し
て
い

た
。こ
こ
に
き
て
合
同
庁

舎
跡
地
を
最
適
と
す
る
理

由
が
分
か
ら
な
い
。候
補

地
に
つ
い
て
、庁
舎
建
設

特
別
委
員
会
で
の
十
分
な

議
論
が
必
要
と
考
え
、こ

の
案
に
反
対
す
る
。

　

以
前
、町
営
プ
ー
ル
跡

地
な
ど
を
最
適
と
し
て
い

た
議
員
が
合
同
庁
舎
跡
地

と
し
て
い
る
の
は
、庁
舎
問

題
を
長
引
か
せ
町
政
を
停

滞
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。町

と
議
会
が
歩
み
寄
り
、早

急
に
こ
の
問
題
を
解
決

し
、町
政
を
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
が
町
民
の
た
め
と

考
え
、こ
の
案
に
賛
成
す

る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

内　

容

追　

記

待った!待った!

会例定会例定
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条 例

請 願

道
路
認
定

補正
予算

人
事
案
件

便利になります

平
均
で
〇
・
二
二
％

月
額
マ
イ
ナ
ス
七
百
二
円

賛
成
多
数
で
可
決（
賛
成
十
二
・
反
対
二
）

国
信
二
丁
目

地
内
の
道
路
を

整
備

一
億
四
千

　
　

 

五
百
万
円

職
員
給
与
の
引
き
下
げ

賛
成
多
数
で
可
決 

【
賛
成 
八 
・ 
反
対 

六
】

畝
保
育
所
の
移
転
建
替
整
備
に
関
す
る
請
願
書

年
末
年
始
の

休
館
日
を
短
縮

十
二
月
二
十
九
日
〜

　
　
　
　

 

一
月
三
日

福
祉
セ
ン
タ
ー

東
公
民
館
に

証
明
書
発
行

コ
ー
ナ
ー
設
置

　
百
四
十
二
万
円

部分開通しました

やっとできます

これが通知されます

今年のプールは1月5日から

　

整
備
す
る
道
の
長
さ
は

九
十
メ
ー
ト
ル
、
道
の
幅

は
六
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま

す
。

　

人
事
院
の
給
与
勧
告
を

考
慮
し
、
職
員
の
給
与
を

平
均
で
〇
・
二
二
パ
ー
セ

ン
ト
、
月
額
七
百
二
円
引

き
下
げ
ま
す
。

　

引
き
下
げ
は
四
月
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
行
い
、
十
二

月
の
給
料
を
減
額
す
る
こ

と
で
調
整
し
ま
す
。

　

  

最
も
給
与
が
高
か
っ

た
時
代
と
比
べ
、
ど
れ

ぐ
ら
い
減
額
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

  

予
算
で
み
る
と
、
平

成
十
一
年
度
と
比
べ
、

平
均
で
一
人
当
た
り
百

三
万
円
程
度
の
減
額
と

な
っ
て
い
る
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
今

ま
で
年
末
年
始
は
十
二
月

二
十
八
日
か
ら
一
月
四
日

ま
で
休
館
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
年
末
年
始
か
ら

は
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
三
日
ま
で
の
休
館
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

畝
保
育
所
の
老
朽
化

や
送
迎
の
不
便
な
ど
を

解
消
す
る
た
め
、
早
期

に
保
育
所
を
ふ
る
さ
と

館
敷
地
に
移
転
建
替
え

す
る
こ
と
を
求
め
て
畝

保
育
所
保
護
者
代
表
の

方
か
ら
請
願
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
は
、
九
月

定
例
会
に
お
い
て
福
祉

厚
生
委
員
会
に
付
託
さ

れ
審
査
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
福
祉
厚
生

委
員
長
か
ら
審

査
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
そ
れ

を
受
け
て
採
決

を
行
っ
た
結

果
、
賛
成
八
、

反
対
六
の
賛
成

多
数
で
、
こ
の

請
願
を
採
択
す

る
こ
と
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
一
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
案
件
に
つ

い
て
各
委
員
が
意
見
を
述

べ
、
慎
重
に
審
査
し
た
。

　

委
員
一
名
が
、「
保
育

所
の
建
替
え
は
反
対
し
な

い
が
、
ふ
る
さ
と
館
を
壊

す
と
い
う
手
法
に
反
対
す

る
」
立
場
で
討
論
を
行
っ

た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　

た
だ
し
、
委
員
会
と
し

て
次
の
三
つ
の
意
見
を
付

す
る
こ
と
と
し
た
。

●
築
十
七
年
し
か
経
過
し

て
い
な
い
ふ
る
さ
と
館

を
取
り
壊
す
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
は
、
執
行

部
に
お
い
て
慎
重
審
議

を
求
め
る
。

●
ふ
る
さ
と
館
以
外
で
、

よ
り
早
期
に
保
育
所
を

建
設
で
き
る
場
所
が
あ

る
の
な
ら
ば
、
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
畝
保
育
所
の
建
設
が
、

ふ
る
さ
と
館
の
目
的
を

阻
害
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

　

海
田
東
公
民
館
に
お
い

て
戸
籍
・
住
民
票
・
印
鑑

証
明
書
・
各
種
税
証
明
の

発
行
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
整
備
を
し
ま

す
。

三
迫
三
丁
目

地
内
の
道
路
を

認
定

　

道
路
改
良
事
業
で
工
事

し
た
、
三
迫
三
丁
目
地
内

の
道
路
を
町
道
三
百
四
十

号
線
と
し
て
認
定
し
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護
委
員
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
、
教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
が
満
了
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、次
の
方
を
推
薦
、

選
任
、
任
命
し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員

　

俵　

尚
子　

さ
ん

●
固
定
資
産
評
価
審
査

　

委
員
会
委
員

　

岸
保　

伸
生　

さ
ん

●
教
育
委
員
会
委
員

　

河
内　

千
恵
美　

さ
ん

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の

普
及
啓
発

　
　

七
十
九
万
円

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後
発
）

医
薬
品
の
普
及
啓
発
の
た

め
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
対
し
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
替
え

た
場
合
の
差
額
を
通
知
し

ま
す
。

※

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
、
製
薬
会
社
が
開
発
し

た
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ

た
後
に
、
別
の
メ
ー
カ
ー

が
同
じ
有
効
成
分
で
つ
く

る
薬
の
こ
と
。
効
果
は
か

わ
ら
ず
、
価
格
が
安
い
。

概
要

委
員
長
報
告

知されます

　

安
易
な
公
務
員
給
与

の
削
減
に
は
賛
成
す
る

気
に
な
れ
な
い
。

　

公
務
員
給
与
が
下
が

れ
ば
消
費
が
冷
え
込
み
、

ひ
い
て
は
労
働
者
全
体

の
賃
下
げ
に
つ
な
が
る
。

公
務
員
も
一
般
企
業
も

給
料
が
上
が
る
こ
と
が

日
本
経
済
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
、こ
の
案

に
反
対
す
る
。

　

今
ま
で
昇
給
を
抑

制
さ
れ
て
い
た
職
員

も
、平
成
二
十
四
年

四
月
一
日
に
、三
十
六

歳
未
満
の
職
員
は
最

大
二
号
給
、三
十
六

歳
以
上
四
十
二
歳
未

満
の
職
員
は
一
号
給

昇
給
さ
せ
る
調
整
が

あ
る
こ
と
か
ら
勧
告

に
沿
っ
た
案
に
賛
成

す
る
。

反
対
討
論

　

ふ
る
さ
と
館
を
築
十

七
年
ほ
ど
で
解
体
す
る

こ
と
は
受
け
入
れ
が
た

い
。保
育
所
の
建
替
え
に

は
賛
成
だ
が
、ふ
る
さ
と

館
の
歴
史
的
重
み
を
考

え
る
と
、こ
れ
を
解
体
す

る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

請
願
採
択
に
反
対
す

る
。 反

対
討
論

賛
成
討
論

こ
う 

ち         

ち   

え   

み

が
ん  

ぼ       

の
ぶ  

お

た
わ
ら     

な
お 

こ

狭い入口です

会例定会例定
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審議した議案と各議員の賛否  （平成23年12月定例会） ○は賛成、×は反対を表しています。

建設産業
調 

査 

地
／
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
町
・
鳥
栖
市

調
査
事
項
／
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
・
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

常
任
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

　

吉
野
ヶ
里
町
で
は
、

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
太
陽
光
な
ど
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
方

法
に
つ
い

て
、
町
全
域

に
お
け
る
基

本
的
方
向
性

を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に

策
定
さ
れ
た

も
の
で
、
こ

れ
に
沿
っ

て
、
小
学
校

な
ど
に
太
陽

光
発
電
設
備

を
設
置
し
、

新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
質

的
な
活
用
が

図
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

一
方
、
鳥
栖
市
に
お

い
て
は
、
新
鳥
栖
駅
西

土
地
区
画
整
理
事
業
に

お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
整
備
、
新

鳥
栖
駅
へ
の
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
の

設
置
、
長
期
未
着
手
都

市
計
画
道
路
（
長
い
間

着
手
で
き
て
い
な
い
都

市
計
画
道
路
）
の
見
直

し
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
本
町
に

お
い
て
見
習
う
べ
き
こ

と
が
多
く
、
大
変
有
意

義
な
研
修
で
し
た

議
員
は
、常
任
委
員
会
に
所
属
し
、そ
れ
ぞ
れ
調
査
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
・
視
察
で
知
り
得
た
こ
と
を
、今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

可
決
し
た
意
見
書
は
、
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

三
意
見
書
案
を
審
議

　

東
日
本
大
震
災
は
、か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。い

ま
、被
災
者
の
救
援
や
原
子

力
発
電
所
の
事
故
対
策
、被

災
地
の
復
旧・復
興
に
向
け
た

取
組
み
が
懸
命
に
進
め
ら

れ
、支
援
は
全
国
各
地
に
広

が
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、

国
や
地
方
自
治
体
の
職
員
は

大
震
災
発
生
直
後
か
ら
懸
命

の
救
援
活
動
に
あ
た
り
、被

災
者
の
生
命
を
支
え
て
い
る
。

　

国
の
機
関
で
は
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
あ
た
り
、

被
災
地
へ
の
応
援
派
遣
を
は

じ
め
、す
べ
て
の
地
方
出
先
機

関
が
本
省
と
一

体
と
な
っ
て
役
割

を
発
揮
し
て
い

る
。

　

今
後
の
地
震

活
動
が
活
発
化

す
る
危
険
性
も

指
摘
さ
れ
る
な

か
で
、国
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
、

防
災
対
策
な
ど

で
地
方
自
治
体

と
一
体
と
な
っ
て

住
民
の
生
命
を
守
り
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
責
任
と
役

割
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　

出
先
機
関
の
廃
止
を
は
じ

め
と
す
る
「
地
域
主
権
改

革
」や
独
立
行
政
法
人
の
廃

止
は
、地
域
に
お
い
て
国
が
果

た
す
べ
き
責
任
と
役
割
を
あ

い
ま
い
に
す
る
。

　

つ
い
て
は
、「
地
域
主
権
改

革
」や
独
立
行
政
法
人
の
制

度
・
組
織
の
見
直
し
、「
公
共

サ
ー
ビ
ス
改
革
」な
ど
に
よ

り
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

「
地
域
主
権
改
革
」に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

反
対
す
る
意
見
書
案

　

野
田
内
閣
は
、
十
一
月
の

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
に
出
席

し
、
例
外
な
し
の
関
税
撤
廃

を
原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
の

た
め
に
関
係
国

と
協
議
に
入
る

と
表
明
し
た
。

　

そ
う
な
れ
ば
、

農
業
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
の
農
水
産

物
輸
入
も
完
全

自
由
化
さ
れ
る
の

は
避
け
ら
れ
な

い
。
農
林
水
産

業
や
地
域
社
会

は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

今
、
日
本
が
全
力
で
取
り
組

む
べ
き
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
も
逆
行
す
る
。

　

国
民
の
命
や
暮
ら
し
、
農

業
や
食
料
、
地
域
経
済
を

破
壊
し
、
国
の
主
権
ま
で
売

り
渡
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
は
到

底
賛
成
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
参
加
撤
回
を

強
く
求
め
る
。

暮
ら
し
・
農
業
・
地
域
を

破
壊
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
案

● 

「
地
域
主
権
改
革
」に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
反
対
す
る
意
見
書
案　
　
　
　

可
決【
全
会
一
致
】

● 

暮
ら
し
・
農
業
・
地
域
を
破
壊
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
案　
　

否
決【
賛
成
五
・
反
対
九
】

● 

年
金
受
給
資
格
期
間
二
十
五
年
を
十
年
に
短
縮
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
案　
　

否
決【
賛
成
二
・
反
対
十
二
】　

い
ま
、
無
年
金
者
や
低
年

金
者
な
ど
、
ま
と
も
な
生
活

が
で
き
な
い
人
が
多
数
存
在

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
た

ち
が
、
不
況
下
で
さ
ら
に
増

加
し
つ
つ
あ
り
、
一
刻
も
放

置
で
き
な
い
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、

二
十
五
年
以
上
保
険
料
を
納

め
な
い
と
年
金
が
も
ら
え
な

い
と
い
う
仕
組
み
と
低
い
年

金
額
に
あ
る
。

　

年
金
受
給
資
格
期
間
二
十

五
年
を
十
年
に
短
縮
し
、
あ

わ
せ
て
他
の
懸
案
事
項
の
是

正
を
し
て
、
将
来
の
無
年
金
・

低
年
金
者
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
強
く
要
求
す
る
。

年
金
受
給
資
格
期
間

二
十
五
年
を
十
年
に

短
縮
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
案

海田の法務局をなくさないで

第3回かいた農業祭

内　

容

内　

容

内　

容

会例定ポ ー トレ

議員名

議案名

大
江
康
子

兼
山
益
大

下
岡
憲
国

住
吉
秀
公

宗
像
啓
之

桑
原
公
治

岡
田
良
訓

西
田
祐
三

渡
辺
善
隆

多
田
雄
一

西
山
勝
子

崎
本
広
美

前
田
勝
男

佐
中
十
九
昭

審
議
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

4固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

平成
22年度

決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
8・9

水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

庁舎建設候補地についての決議案 × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 2

畝保育所の移転建替整備に関する請願書 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × ○ 採択 5

町道の路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 4

職員の給与に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
5

福祉センター設置及び管理条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

下水道条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 -

平成
23年度

一般会計補正予算（第4号）（修正部分以外） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 4

一般会計補正予算（第4号）に対する修正 × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 3

公共下水道事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 -

国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 4

介護保険特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 -

暮らし・農業・地域を破壊する
TPP交渉参加撤回を求める意見書案 ○ × × × × × ○ × × × ○ ○ × ○ 否決

6
年金受給資格期間25年を10年に短縮することを求め
る意見書案 × × × × × × ○ × × × × × × ○ 否決

山岡寛次町長に対する問責決議案 × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 2

「地域主権改革」による行政サービスの低下に反対す
る意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 6

※久留島元生議長は、採決に加わりません。

決 一 覧表




